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展示にあたっては，以下の文献をはじめ，各発掘調査報告書など多くの文献を参考

　　『常総の歴史』第38号（舟塚山古墳特集），2009年
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　以下の方々・機関にご協力いただきました。ありがとうございました。

　　石岡市立中央図書館
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てきています。平成23～25年度には，測量調査と物

理探査が行われ，埋葬施設や被葬者像，築造時期に

関する手がかりが得られました。

北西に筑波山，南東に霞ヶ浦を望む景勝の地に，

巨大な前方後円墳が存在しています。古墳の大きさ

は186ｍ。茨城県内ではもちろん最大，東日本でも第

２位の規模を誇っています。古墳の名は，「舟塚山古

墳」。その姿が，巨大な舟が停泊しているように見え

本企画展では，舟塚山古墳の最新の調査成果を紹

介するとともに，石岡市内の古墳や古墳時代の集落

について紹介いたします。

その巨大さゆえに古くから注目され，大正10年

たことから，名付けられたのでしょう。

(1921）には，全国で初めて指定を受けた38件のひとつ

として，国の史跡に指定されています。

以来，80年以上の長きにわたって，大切に保存され
みことのり 

みことのり 

みことのり 

▲ 舟塚山古墳（北東上空から。奥に恋瀬川が流れる） 
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注目されていた舟塚山古墳でしたが，それまで学術的な発

掘調査はもちろん，古墳の測量図も作成されていませんで

した。これが舟塚山古墳の調査のはじまりと言えます。

測量図から墳丘長は182mと計測されました。これは，常

陸太田市の梵天山古墳（160m），水戸市の愛宕山古墳

昭和38年(1963)，明治大学考古学研究室により古墳の測

量調査が行われ，翌39年成果が発表されました。早くから

舟塚山古墳は，大正10年(1921)に国の史跡（当時は史蹟）

に指定されました。大正8年に「史蹟名勝天然紀年物保存

法」が公布・施行され，同法に基づき最初に指定された38

件のうちの一つにあたります。「長軸615尺（約186m）」という

大きさや残りの良さが指定の理由としてあげられ，舟塚

山古墳が古くから注目されていたことがわかります。

             指定時の舟塚山古墳    
       内務省1927『埼玉茨城群馬三縣下に於ける指定史蹟』 

調査のあゆみ① 史跡指定と測量調査 

▲
 

 し  せ き  め い しょう て ん  ね ん  き    ね ん ぶ つ   ほ   ぞん 

ほ う 

ぼ ん  て ん   や ま 

要地である霞ヶ浦北端部に位置することから，ヤマト

政権の東国支配の確立に重要な役割を果たした人

物―茨城国造の墳墓と推定されました。

築造された時期については，発掘調査が行われ副

葬品が判明している行方市の三昧塚古墳や勅使塚

古墳等との比較から，６世紀中葉前後（550年前後）

と考えられました。

そして，恋瀬川の河口をおさえ，軍事上・経済上の

（116m）を上回るもので，茨城県下で最大規模の古墳

であることが実証されたことになります。

また，墳丘は前方部が長いのが特徴で，大阪府の

大仙古墳（仁徳陵古墳）や奈良県のウワナベ古墳のもの

と似ていることが指摘されました。

                     昭和38年の舟塚山古墳測量図    
 大塚初重・小林三郎1964「茨城県舟塚山古墳の性格」『考古学手帖』22 

だ い せ ん              に ん と く りょう              

さ ん  ま い  づ か              ちょく    し     づ か            

こくぞう（くにのみやつこ）             

▲
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いう部分では，「造り出し」と呼ばれる壇状の施設があるこ

とがわかりました。造り出しからは，土師器の「はそう」と呼

ばれる小形の壺や埴輪が出土しました。埋葬に伴う祭祀

や儀式が行われていたのでしょう。

また，後円部と前方部の接続部分にあたる「くびれ部」と

昭和47年(1972)，舟塚山古墳におけるはじめて学術的

な発掘調査が行われました。とはいっても，調査されたの

は，古墳のまわりにめぐる堀の部分と，周辺の古墳。古墳

をめぐる周濠（周堀）の範囲や，周辺に位置し「陪冢」とも考

えられる円墳がどうなっているか調べるためのものでした。

調査の結果，古墳のまわりには幅35～55mほどの濠

（堀）がめぐっていることが確認されました。今でも舟塚山

古墳のまわりは皿状にくぼみ，道路が盾形にめぐっていま

すが，それが壮大な周濠の痕跡であることが確かめられた

ことになります。

調査のあゆみ② はじめての発掘調査 

▲昭和38年の舟塚山古墳測量図    

▲昭和47年の調査地（赤色の部分） 
 石岡市教育委員会1972『舟塚山古墳周濠調査報告書』 

１Ｔ 

２Ｔ 

３Ｔ 

４Ｔ 

造り出し 

ば い  ちょう  しゅう  ご う   しゅう  ぼり 

だん つ く        だ 

0 10cm

0 20cm

造り出し出土 土師器

前方部出土 円筒埴輪 前方部裾部出土 朝顔形埴輪



－ 4 －

前方部墳頂では，地中レーダー探査の結果，東西8m，南北2.5mの埋葬施設の反応が得られ

棺を粘土でくるんだ「粘土槨」と考えられるものでした。これまでは，東国第１位の群馬県太田

天神山古墳と同じく「長持形石棺」と考える説が有力だったことから，この成果は衝撃的でし

その後，周濠部分で工事に伴う小規模な試掘調査等は行われましたが，学術的な調査は行

われずにいました。平成25年度(2013)になると，舟塚山古墳の後円部と前方部の墳頂で，物理

探査（地中レーダー探査と物理探査）が行われました。

地中レーダー探査とは，電磁波を地中に送り，その反射をとらえることで，地中の状況を探る

方法。また，磁気探査とは，鉄類が磁化した磁気異常を測定する方法です。ともに実際に発掘

する調査ではなく，非破壊の調査ですが，舟塚山古墳の埋葬施設を探るはじめての調査となり

ます。また合わせて，以前よりもより詳細な測量調査が行われました。

後円部墳頂では，地中レーダー探査の結果，東西14m，南北6mの長大な埋葬施設と考えら

れる反応が得られました。しかも，木棺が朽ちてつぶれてしまったような反応もあることから，木

た。また，磁気探査では，埋葬主体の南西隅付近に鉄製品の埋納が予測されるような反応が

得られました。

ました。一方，磁気探査では鉄製品に関する反応は得られませんでした。

調査のあゆみ③ 測量調査と物理探査 

ね ん     ど    か く  

な が   も ち   が た    せっ  か ん 

地中レーダー探査 平面 

 佐々木憲一編2018 

  『霞ヶ浦の前方後円墳 

  ―古墳文化における中央と周縁―』 

     明治大学文学部考古学研究室 

                   より作成 

地中レーダー探査 断面 

磁気探査 平面 

物理探査の成果 
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そのほか，出土場所はわかっていませんが，舟塚山古墳群出土と伝

る埴輪（短甲形埴輪）の破片があります。短甲のなかでも「三角板皮綴式短甲」と呼ばれるものを

正確に写したものです。したがって，それが流行する４世紀末～５世紀前半頃に作られたものと

考えられています。

えられるものなかに，盾を模した埴輪（盾形埴輪）があります。「鋸歯文」

という邪なるものから身を護る文様がつけられています。やはり，４世

紀末～５世紀前半頃に

焼成によるもので，５世紀中葉以前のものと考えることができます。

また，採集されている埴輪のなかには，短甲（胸から腹を防御する「よろい」）を模したと考えられ

れることになります。

～５世紀前葉と考えら

作られたものと考えら

れています。

したがって埴輪から

は，舟塚山古墳が築

造されたのは４世紀末

  ※川西宏幸1978「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』64-2をもとに作成 

▲前方部裾部発見の朝顔形埴輪 
 常陸風土記の丘にて展示しています 

▲舟塚山古墳採集（1～3） 

  ・伝舟塚山古墳採集（4～6）の形象埴輪 
 １が短甲形埴輪。線刻で三角板の特徴を，粘土紐の貼付で皮綴を表現して

いる。 4～6が盾形埴輪。 

 茨城大学2002『常陸の円筒埴輪』 

 井博幸2012「舟塚山古墳をめぐる断想」『茨城県考古学協会誌』24 

た ん   こ う  

さ ん  か く   いた   か わ   と じ   し き   た ん  こ う 

た て き ょ      し     も ん 

じゃ ま も 

埴輪から年代を推定するポイントのひとつと

して注目されたのは，埴輪に付着している「黒

「野焼き焼成」によるものと考えられ，付着して

いないものは「窖窯焼成」によるものと考えられ

ら窖窯焼成へと変化したと推定されています。

斑」と呼ばれる部分的なススコゲです。これは

さて，舟塚山古墳から出土した埴輪を見てみ

ると，「黒斑」が付着しています。つまり，野焼き

舟塚山古墳が築造されたのは，いつなのでしょうか？さきほどご紹介したように，測量調査の

成果が発表された昭和39年頃当時は「６世紀中葉前後（550年前後）」と考えられていました。

それが埴輪研究の進展によって大きく変わりました。

昭和40年代後半になると，円筒埴輪が研究の俎上にあがってきました。円筒埴輪は多くの古

墳に樹立されていることから，これを年代を計る物差しとして利用することで全国各地の古墳を

同一基準で比較することが可能になりました。

ています。そして，５世紀中葉頃に，野焼きか

築造時期 

▲各時期の埴輪の特徴    
 近つ飛鳥博物館2011『百舌鳥・古市の陵墓古墳』 

  ※川西宏幸1978「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』64-2をもとに作成 

そ     じょう え ん  と う      は    に わ 

あ な   が ま 

こ く 

は ん 
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馬見古墳群は，そのほかにも100m級から200m級の

最新の測量図をもとに検討すると，奈良県広陵町の

被葬者について考えるもう一つの手がかりとして，古墳の形があります。全国各地の前方後

の設計図を与えられ，同一設計の古墳（相似墳）を造ることが許されたと考えられています。

巣山古墳は，奈良盆地西部の「馬見古墳群」のなか

に存在する墳丘長220mの巨大な前方後円墳です。

舟塚山古墳に埋葬されたのは，どのような人物なのでしょうか？平成25年度の物理探査から

①後円部と前方部の両方に埋葬施設が存在する，②後円部には鉄製品が多量に副葬されて

いる，と推測できることになりました。鉄製品を武器だと考えると，武器を多量に副葬する後円

部の被葬者を男性の政治的・軍事的首長，武器をもたない前方部を女性の呪術的・宗教的首

長と，それぞれの被葬者を想像することもできます。

円墳のなかには，大王（天皇）の古墳とよく似た「縮小コピー」のような古墳があります。古墳を

造るには当然設計図が必要なことから，大王をはじめ有力者と関係を結んだ証しとして有力者

さて，平成23～25年度に作成された舟塚山古墳の

巣山古墳と非常によく似ていることがわかりました。

被葬者像  

▲「相似墳」の一例（箸墓型前方後円墳） 
 広瀬和雄・山中章・吉川真司編2018『古墳時代の畿内』雄山閣 

じゅ  じゅつ 

そ う    じ    ふ ん 

こ う   りょう  ちょう 

す    やま 

う ま     み 

舟塚山古墳の被葬者は，クーデターで葛城氏を東

国から支えた人物，あるいは，応神・葛城新政権で，

たクーデターを伝えるものと考えられています。それ

に伴って大王墓も移動したのでしょう。そして，クーデ

ターでキャスティングボードを握り，応神に味方したと

考えられるのが葛城氏なのです。「葛城氏との連合

政権」とも言われる新政権の誕生です。

西暦400年前後というと，大王墓が造られるのが奈良盆地北部の佐

紀古墳群から大阪平野南部の古市・百舌鳥古墳群へと移る時期。応

神天皇の時代です。応神天皇は，日本書記や古事記には異母兄を倒

す記述があります。政権内の反主流派であった応神

が，政権主流派の後継者を打倒して王位を奪い取っ

大型前方後円墳や前方後方墳が複数築造されている大王墓に準じ

る有力な古墳群。被葬者は大王家と婚姻関係を結んでいた大豪族「葛

城氏」と考えられています。巣山古墳が築造されたのは古墳時代中期

初頭，西暦400年頃前後で，さきほど埴輪から導き出された舟塚山古

墳の年代観とも齟齬はありません。

東国の統治を任された人物だったのかもしれません。
▲畿内における大型古墳の分布と編年    
 （上）白石太一郎1999『古墳とヤマト政権』文春新書 

 （下）近つ飛鳥博物館2013『百舌鳥・古市古墳群出現前夜』 

 広瀬和雄・山中章・吉川真司編2018『古墳時代の畿内』雄山閣 

かつら   こ ん  い ん 

そ    ご 

さ       

ふ る  い ち も       ず 

じ ん 

き 

ぎ    し 

お う   

こ く   ぞ う    ほ ん    ぎ  

ていたことを物語るものでしょうか。

ところで，平安時代に成立したと言われる「国造本紀」という書物には，石岡市を中心とする

「茨城国」を治めた長「茨城国造」について，「軽嶋豊明朝」のときに「筑紫刀禰」が任じられたと

書かれています。「軽嶋豊明朝」とは，応神天皇の時代のこと。国造制度はまだ成立していな

かったと考えらる時代です。舟塚山古墳の被葬者の事績が，後の国造と重ねられて伝承され

 （下）近つ飛鳥博物館2013『百舌鳥・古市古墳群出現前夜』 

か る  し ま の とよ  あきら 

こ く   ぞ う    ほ ん    ぎ  
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0 50m 0 50m舟塚山古墳 巣山古墳
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34.0m

31.0m

31.0m

30.0m
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.0m
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13 号墳

14号墳
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17号墳

18号墳
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期にわたって古墳が築造さ

れました。

す。東から，上野支群（１・２

号墳），西ノ台支群（３～５・25

～36・38～41号墳），舟塚山支

群（６・８～20・37号墳），中津

単独で存在する７号墳と，５

つに分けられます。

古墳時代前期（４世紀）から

終末期（７世紀）にかけて，途

絶期間をはさみながらも長

舟塚古墳群は，恋瀬川左岸の霞ヶ浦を臨む台地上に，東西約2km，南北約1kmの範囲に分

布しています。現在までに確認されている古墳は計41基になります。

古墳は均等に分布しているわけではなく，まとまりがあることから，これを「支群」と呼んでいま

川支群（21～24号墳），そして

▲舟塚山古墳群の分布 

舟塚山古墳群の分布と構成 

う え     の  

に し       だ い  

な か     つ 

が わ 

墳群で最も古い古墳になります。

また，１号墳と２号墳の間で古墳の可能性の

ある円形にめぐる溝が確認されています。墳丘

の残っていない古墳が，そのほかにも存在して

いた可能性が考えられます。

のもので，古墳に伴うものとすれば，舟塚山古

１号墳と２号墳から構成されます。１号墳は

「園部塚」と呼ばれ，大正時代には石棺が露出

していたと言われています。しかし，現在では１

号墳・２号墳ともに，墳丘の一部が残るだけと

なっています。

平成10年(1998)に台地全体の試掘調査が行

われたところ，１号墳の周囲では方形にめぐる

溝が確認され，底に穴があいた「底部穿孔壺」

が２個体出土しました。古墳時代前期（４世紀）
▲上野支群 

上野支群 

 底部穿孔壺 
 １号墳の周囲の溝

から出土しました（上

の図の☆）。 

土器を焼成する前

に底部に穴が開けら

れています。埴輪の

さきがけ的な資料と

考えられます。 

常陸風土記の丘で

展示中。 

▲
 

て い    ぶ    せ ん   こ う   つ ぼ 
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舟塚山古墳群一覧

支群 古墳名 墳形 墳丘長(m) 調査歴 時期 備考

舟塚山１号墳 方墳？ 15? 1998年試掘 前期？ 底部穿孔壺

舟塚山２号墳 円墳 5

舟塚山３号墳
（権現山２号墳
　権現山古墳）

円墳 25.5 中期～後期 石棺露出、埴輪・ガラス小玉・鉄刀

舟塚山４号墳
（権現山１号墳
　佐太郎塚）

円墳 20～25 1995年試掘 後期
石棺露出、埴輪
刀剣・金環・勾玉・管玉？

舟塚山５号墳
（物見塚古墳）

円墳 18 中期～後期 石棺あり？、埴輪

舟塚山25号墳 不明 不明 1980年発見 後期～終末期 箱式石棺、金環２・人骨３出土。湮滅

舟塚山26号墳 不明 不明 1900年発見 後期～終末期

舟塚山27号墳 不明 不明 1900年発見 後期～終末期

舟塚山28号墳 不明 不明 1900年発見 後期～終末期

舟塚山29号墳 不明 不明 1900年発見 後期～終末期

舟塚山30号墳 不明 不明 1900年発見 後期～終末期

舟塚山31号墳 不明 不明 1900年発見 後期～終末期

舟塚山32号墳 不明 不明 1933年発見 後期～終末期

舟塚山33号墳 不明 不明 1933年発見 後期～終末期

舟塚山34号墳 不明 不明 1933年発見 後期～終末期

舟塚山35号墳 不明 不明 1933年発見 後期～終末期

舟塚山36号墳 不明 不明 1933年発見 後期～終末期

舟塚山38号墳
（対馬塚古墳）

不明 不明 湮滅

舟塚山39号墳
（権現山３号墳）

円墳？ 10

舟塚山40号墳
（権現山４号墳）

円墳 5.2

舟塚山41号墳
（権現山５号墳）

円墳 3.2

舟塚山６号墳
（府中愛宕山古墳）

前方後円墳 96.6
1897年発掘
1979年発掘

中期末
～後期初

埴輪、土師器壺？

舟塚山８号墳
（平足塚古墳）

前方後円墳？ 90？ 1897年発掘？ 中期？ 半壊、舟形埴輪？

舟塚山９号墳 方墳 10 1976年発掘 終末期 石棺、人骨２体、湮滅

舟塚山10号墳 不明 不明 1977年発掘 終末期 箱式石棺、直刀・馬具・刀子・金環・玉類・人骨。湮滅

舟塚山11号墳 前方後円墳？ 20？ 湮滅

舟塚山12号墳 円墳 19 1977年発掘 終末期 箱式石棺（礫床）、玉類・人骨。湮滅

舟塚山13号墳 円墳 10 埴輪

舟塚山14号墳 円墳 11.5 2000年測量 中期後半
箱式石棺露出
石製模造品・土師器・埴輪

舟塚山15号墳 円墳 20 2008年試掘 土師器・須恵器

舟塚山16号墳
（舟塚山古墳）

前方後円墳 186
1963年測量
1972年発掘

中期初～前葉 土師器・埴輪

舟塚山17号墳 円墳 23.8 1972年発掘 後期初 壺形土器・短甲・盾・直刀

舟塚山18号墳 円墳 9

舟塚山19号墳 円墳 17.8

舟塚山20号墳 円墳 9.5

舟塚山37号墳 円墳 8

舟塚山21号墳
（大日如来古墳
　大日塚古墳
　手子后古墳）

前方後円墳？ 90？ 半壊

舟塚山22号墳
（古舘古墳）

円墳 12.5

舟塚山23号墳 円墳 14.5 半壊

舟塚山24号墳 円墳？ 4.1 石棺露出、ほぼ消滅

（天王塚）
舟塚山７号墳
（天王塚古墳）

方墳 19 2002年発掘 終末期 半壊、横穴式石室

中津川

上野

西ノ台

明治33年小学校建築の際、
箱式石棺６基発見。
刀剣・鉄鏃・勾玉・鈴釧・人骨出土。
湮滅

昭和８年小学校再建の際、
箱式石棺５基発見。
湮滅

舟塚山
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東側の台地全体の試掘調査が平成７年度

(1995)に行われ，４号墳（佐太郎塚）の周溝が確

認されています。周溝から径20mほどの円墳と

塗りの石棺が露出しており，ガラス小玉や鉄

が露出しており，内部は朱塗りで，刀剣や勾

玉，管玉，金環が出土したと伝えられていま

す。埴輪も出土しており，古墳時代後期後半（６

世紀後半）の築造と考えられます。

３号墳（権現山古墳）は，径25mの円墳です

が，前方後円墳の可能性もあります。大きな朱

推定できます。石棺の材料と考えられる石材

　３号墳・４号墳を中心とする東側と，高浜小学校周辺の西側とに細分できます。

刀，埴輪が採集されています。中期後半～後

期前半（５世紀後半～６世紀前半）頃の築造で

しょうか。 ▲西ノ台支群 

西ノ台支群 

しゅ 

く だ  た ま き ん  か ん 

ま が 

た ま 

出土したと伝えられています。これらは博物館に鑑

定が依頼されたとのことで，帝室博物館（現在の東京

国立博物館）に所属していた高橋健自氏や後藤守一

でしょうか。

高浜小学校では，明治33年，昭和8年，昭和55年

の工事の際に，箱式石棺が計12基発見されていま

５号墳（物見塚古墳）は，高浜小学校の西側に所在

する径約18mの円墳です。石棺の材料と考えられる

石材が露出しており，埴輪も採集されています。中期

後半～後期前半（５世紀後半～６世紀前半）頃の築造

す（25～36号墳）。金環や刀剣，鉄鏃，勾玉，鈴釧等が

氏の著書に「高浜」出土と紹介されている遺物がそ

の一部と言われています。また，昭和55年に発見さ

れた箱式石棺は，今でも高浜小学校の校庭に保存さ

造営と考えられます。　

れています。後期から終末期（６～７世紀）にかけての

▲５号墳（物見塚古墳） 

▲西ノ台支群の出土遺物 

て つ  ぞ く す ず くしろ 

て い   し つ 

た か  は し    け ん    じ  ご     と う    しゅ   い ち 
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舟塚山古墳を中心として付属するように存在する古墳群

（13～15・17号墳）と，そのほかとに分けることができます。

舟塚山古墳の北東に位置する14号墳では，箱式石棺が

露出しており，かつて石製模造品（刀子形５，鎌形１）が出土

しています。埴輪も採集されており，古墳時代中期後半（５

南側に位置する17号墳は，昭和47年に発掘調査が行わ

れ，木棺から短甲や大刀，革製彩色盾が出土しています。

後期初め（６世紀初め）頃の築造と考えられます。

山古墳と同時期ではなく新しいことから，舟塚山古墳の築

このように舟塚山古墳に付属するような古墳は，いずれ

も舟塚山古墳（４世紀末～５世紀前葉）よりも新しいことがわ

世紀後半）の築造と考えられます。

かってきました。かつては，これらの付属墳を舟塚山古墳

の被葬者の親族や家臣，あるいは被葬者のための副葬品

を埋葬した「陪冢」と考えることもありました。しかし，舟塚
▲17号墳の木棺と遺物の出土状況 
 石岡市教育委員会1972『舟塚山古墳周濠調査報告書』 

舟塚山支群 

 14号墳の石棺 
    石岡市1979 

     『石岡市史 上巻』 

盾   

短甲 

大刀 

せ き   せ い    も     ぞ う   ひ ん と う    す か ま 

か わ  せ い   さ い  しょく   た て 

ば い  ちょう  

とがわかっています。

下式の箱式石棺で，９号墳は方墳でした。終末期（７

世紀）の築造で，長期にわたって舟塚山古墳群の地

で古墳の築造が続いていたことがわかります。

また，単独で存在している天王塚古墳（７号墳）も，

平成14年(2002)に発掘調査が行われ，横穴式石室を

もつ辺19mの方墳で，終末期（７世紀）に築造されたこ

ています。中期末（５世紀末）頃の築造と考えられ，舟

塚山古墳の２世代くらい後の首長墓と言えそうです。

その間に築造された首長墓は，小井戸地区の要害

山古墳（75mの前方後円墳）と考えられています。

そのほか調査が行われている９・10・12号墳は，地

造を契機に形成された古墳群と考えられそうです。

府中愛宕山古墳（６号墳）は，墳丘長96.6mの前方後円墳です。舟塚山古墳の半分ほどの大き

さですが，市内では第２位の規模。昭和54年(1979)に周濠部分の調査が行われ，埴輪が出土し

 石岡市教育委員会1972『舟塚山古墳周濠調査報告書』 

ふ   ちゅう    あ  た   ご    や ま 

こ       い      ど  よ う   が い 

や ま 

        府中愛宕山古墳（６号墳） 
 石岡市教育委員会2016『市内遺跡調査報告書 第11集』 

▲
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29 30
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40
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42
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4645

大型古墳（墳丘長60m以上）
中型古墳（墳丘長35~60m）
小型古墳（墳丘長35m未満）

前方後円墳　　　前方後方墳

帆立貝形古墳・円墳(造出付を含む）

方墳・方形周溝墓

0 5km

1 松延２号墳　2 大塚52号墳　3 熊野古墳　4 舟塚山古墳　5 府中愛宕山古墳　6 上野遺跡　7 ぜんぶ塚古墳　8 富士峰古墳　

9 桜塚古墳　10 閑居台古墳　11 雷電山古墳　12 舟塚古墳　13 権現山古墳　14 権現平２号墳　15 岡岩屋古墳　16 塚山古墳　

17 滝台古墳　18 桃山古墳　19 下平前２号墳　20 山田峰古墳　21 愛宕塚古墳　22 大井戸古墳　23 妙見山古墳　24 雷神山古墳　

25 地蔵塚古墳　26 三昧塚古墳　27 権現塚古墳　28 勅使塚古墳　29 権現山古墳　30 大日塚古墳　31 羽黒古墳　32 上坪古墳　

33 要害山古墳　34 木船塚古墳　35 岩屋古墳　36 塚畑古墳　37 兜塚古墳　38 東福寺古墳　39 石川１号墳　40 スクボ塚古墳　

41 風返大日山古墳　42 風返浅間山古墳　43 風返稲荷山古墳　44 太子唐櫃古墳　45 野中１号墳　46 富士見塚古墳

常陸国府跡常陸国府跡

茨城廃寺跡茨城廃寺跡

▲霞ヶ浦高浜入りの古墳分布図
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期

後
４
期

終
末
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／ 

飛
鳥
時
代

木船塚 43m

桃山 53m

愛宕塚 
 60m山田峰 84m

滝台 83m 地蔵塚 66m

大日塚 36m

玉造権現山 
　55m

TK208

500

400

600

300

700

TK23

TK47

MT15

TK10

MT85

TK216

ON46

TK73

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

TK43

TK209

TK217

TK46

TK48

MT21

飛鳥Ⅰ

飛鳥Ⅱ

飛鳥Ⅲ

飛鳥Ⅳ

飛鳥Ⅴ

府中愛宕山 96m

舟塚山17号
　 24m

桜塚 39m

権現山 90m
富士見塚 80m

雷電山 56m

染谷27号 40m

染谷14号 11m

舟塚 72m
大井戸 86m

妙見山 50m

三昧塚 82m

閑居台 60m

富士峰 105m

岡岩屋 40m

風返大日山 55m

風返羽黒山 35m

スクボ塚 43m
野中1号
  35m

太子唐櫃
  40m

風返稲荷山
     78m

風返浅間山 56m

染谷古墳群

大塚52号 36m

舟塚山7号 19m

大塚古墳群

舟塚山古墳群

木船塚古墳群

上坪 44m

要害山 75m

権現塚 45m

松延3号 25m

大塚5号 24m

鹿の子大塚山 
    28m

松延2号 35m

舟塚山4号 25m

舟塚山186m

塚山 57m 雷神山 56m 石川１号 50m

茨城古墳 
　40m?

兜塚23m

岩谷
22m

丸山 55m

長堀2号
  46m

佐自塚 58m

丸山4号
  37m

ぜんぶ塚 38m

熊野 68m

勅使塚 64m

羽黒 67m

瓦谷古墳群

丸山古墳群

ぜんぶ塚古墳群

権現平 21m

二子塚 13m

後生車2号墓 10m

後生車2号墓 14m

茨城廃寺跡

0 100m

時期区分
（谷仲2015）

恋瀬川中流 恋瀬川下流 玉里南部（玉里古墳群） 園部川中流園部川下流・鎌田川 出島北西部恋瀬川上流 出島北東部

高浜入り北岸 高浜入り南岸年 

代

須恵器

茨城土器

▲霞ヶ浦高浜入りの古墳編年
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考えられます。

～25m，３号墳は径12mの円墳でした。ともに鉄鏃や鉄刀，

２号墳は小玉も副葬されており，墳丘の大きさに対し，豊富

な副葬品が注目されます。中期前半（５世紀前半）の築造と

ぜんぶ塚古墳群は，舟塚山古墳群とは山王川をは

さんだ対岸に位置しています。昭和56年(1981)に１号

墳（ぜんぶ塚）・２・３号墳の発掘調査が行われました。

ぜんぶ塚古墳は，当初は円墳と考えられていまし

たが，調査の結果，墳丘長38mの前方後円墳と判明

しました。埋葬施設は盗掘されていましたが，築造さ

れたのは，出土した土器から古墳時代前期末（４世紀

後半～末）。舟塚山古墳の直前段階に造られた古墳

と言えます。

２号墳は径20

ぜんぶ塚古墳群 

▲ぜんぶ塚古墳群 
 石岡市教育委員会1982『ぜんぶ塚古墳発掘調査報告書』 

▲ぜんぶ塚古墳の発掘調査風景 自然地形を利用しており，実際の墳丘規模よりも巨大にみえる。 

舟塚山古墳の被葬者の住んでいた居館（屋

敷）はどこだったのでしょうか？八郷地区では，

佐自塚古墳（墳丘長58mの前方後円墳）の被葬者

の住んでいた居館が佐久上ノ内遺跡で発見さ

れています。幅3mほどの堀で，72m×53mの

範囲を区画したものでしたが，石岡地区ではそ

あります。

舟塚山古墳の時期には墓域として利用され，

居館や集落は別のところにあったのかもしれま

せん。

のような遺跡は発見されていません。

舟塚山古墳の周辺で発掘された竪穴建物跡

（住居跡）の分布を見ると，舟塚山古墳の築造さ

れた時期（４世紀末～５世紀前葉）のものは少なく

その後，５世紀後葉くらいから増加する傾向が

▲舟塚山古墳周辺の古墳時代の竪穴建物跡の分布 

舟塚山古墳周辺の集落 

  さ       じ    づ か 

さ      く      か み          う ち 

きょ   か ん 
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展示品名 遺跡名 時　期 写　真 所有者

1 土師器 舟塚山古墳 古墳時代中期 石岡市教育委員会

2 円筒埴輪 舟塚山古墳 古墳時代中期 石岡市教育委員会

4 埴輪
舟塚山３号墳
（権現山古墳）

古墳時代中期
～後期

石岡市教育委員会

5 埴輪
舟塚山４号墳
（佐太郎塚）

古墳時代後期 石岡市教育委員会

展 示 品 一 覧

3 盾形埴輪 石岡市教育委員会古墳時代中期伝舟塚山古墳群
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6 埴輪
舟塚山５号墳
（物見塚古墳）

古墳時代中期
～後期

石岡市教育委員会

7 金環 舟塚山25号墳 古墳時代終末期 石岡市教育委員会

8 円筒埴輪 府中愛宕山古墳
古墳時代中期

～後期
石岡市教育委員会

9
鉄刀・鉄鏃・馬具・

　金環・小玉
舟塚山10号墳 古墳時代終末期 石岡市教育委員会

10 鉄鏃・鉄刀 ぜんぶ塚３号墳 古墳時代中期 石岡市教育委員会

11 埴輪 石川１号墳 古墳時代中期 石岡市教育委員会

12 埴輪 石川２号墳 古墳時代中期 石岡市教育委員会

13 埴輪 要害山古墳 古墳時代中期 石岡市教育委員会

14 土師器・土玉
槙堀遺跡SI01

（H22・23財団発掘）
古墳時代中期 石岡市教育委員会

15 土師器
舟塚山古墳群SI01

（H25試掘）
古墳時代中期 石岡市教育委員会

16 土師器
中津川遺跡SI27

（H20・21財団発掘）
古墳時代中期

～後期
石岡市教育委員会

17 土師器 北根本地区 古墳時代中期 石岡市教育委員会
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